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登 山 計 画 書 を 出 し ま し ょ う

（
日　

時
）

�

２
０
２
３
年
５
月
21
日
（
日
）

登
山
普
及
委
員
会
計
画
の
山
行

に
参
加
し
た
。

当
日
は
各
団
体
か
ら
33
名
と
大

勢
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

道
の
駅
「
せ
き
か
わ
」
に
７
時

集
合
、
分
乗
で
山
形
県
小
国
町
の

登
山
口
へ
向
か
う
。

途
中
、
県
道
脇
に
多
く
の
車
が

駐
車
し
て
お
り
ワ
ラ
ビ
園
の
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

中
田
山
崎
登
山
口
の
路
側
帯
に

駐
車
し
、
４
班
編
成
で
８
時
前
に

出
発
す
る
。

バ
ス
停
脇
か
ら
堰
堤
に
向
け
て

歩
き
出
す
。
両
岸
に
架
け
ら
れ
た

梯
子
を
足
場
に
堰
堤
下
を
渡
渉
す

る
。
増
水
時
は
要
注
意
だ
。

し
ば
ら
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板

で
覆
わ
れ
た
水
路
に
沿
っ
て
進
み
、

林
の
中
に
入
っ
て
沢
沿
い
に
歩
く

と
尾
根
に
取
り
付
く
。
急
登
が
始

ま
る
。

飯
豊
山
塊
は
稜
線
に
上
が
る
ま

で
は
、
ど
の
支
尾
根
も
傾
斜
が
強

く
、
大
境
山
も
辛
抱
強
い
登
行
が

続
く
。

標
高
６
０
０
ｍ
を
越
え
る
と
傾

斜
が
増
し
、
足
場
が
崩
れ
や
す
い

箇
所
も
み
ら
れ
頻
繁
に
落
石
の

コ
ー
ル
が
か
か
る
。

緊
張
感
を
も
っ
て
登
る
が
、
時

折
足
元
に
咲
く
イ
ワ
ウ
チ
ワ
や
イ

ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
早
春
の
花
た
ち
が

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
あ
り
が
た

い
。
２
時
間
ほ
ど
で
、
標
高
８
５

０
ｍ
の
県
境
尾
根
に
取
り
付
い
た
。

残
雪
の
上
で
し
ば
し
の
休
憩
を

と
り
息
を
整
え
る
。

一
旦
、
新
潟
県
側
を
ト
ラ
バ
ー

ス
し
て
尾
根
に
戻
り
、
山
頂
を
目

指
す
。

視
界
は
開
け
、
残
雪
の
飯
豊
本

山
か
ら
主
脈
の
山
々
の
展
望
に
歓

声
が
あ
が
る
。

11
時
半
頃
に
二
等
三
角
点
の
あ

る
山
頂
に
全
員
立
つ
こ
と
が
で
き

た
。記

念
撮
影
後
、
頂
上
直
下
の
広

い
尾
根
で
昼
食
と
す
る
。

飯
豊
本
山
か
ら
杁
差
岳
ま
で
山

座
同
定
し
て
眺
望
を
堪
能
す
る
。

下
山
は
往
路
を
辿
る
が
、
急
傾

斜
の
箇
所
は
ザ
イ
ル
を
固
定
し
安

全
を
確
保
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
指
示

の
も
と
各
自
慎
重
に
下
降
し
た
。

３
時
間
ほ
ど
下
り
、
15
時
こ
ろ

登
山
口
に
全
員
無
事
下
山
で
き
た
。

参
加
者
皆
さ
ん
の
健
脚
ぶ
り
に
感

嘆
し
た
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
安
全
確
保
の
た
め
状
況

に
応
じ
て
の
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
の
必

要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

近
く
て
遠
い
、
朝
日
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ン
東
部
、
県
北
の
藪
山

（
日
時
）
２
０
２
３
年
５
月
３
日

（
水
）
～
５
日
（
金
）

メ
ン
バ
ー
：
新
潟
ラ
ン
タ
ン
会
：

渡
辺
茂
、
君
清　

柏
崎
山
岳
会
：

廣
井
博
行
、
金
子
佳
一　

新
潟
山

岳
会
：
知
野�

勇
人

「
重
蔵
山
へ
の
取
組
み
、
ラ
ン
タ

ン
会
と
し
て
の
経
過
」

当
会
で
は
平
成
10
年
（
１
９
９

８
年
）、
会
山
行
と
し
て
道
の
無

い
藪
山
、
重
蔵
山
を
計
画
し
６
月

10
日
、
２
名
が
調
査
、
そ
の
後
、

６
月
13
日
、
14
日
、
刈
払
い
協
力

者
を
含
め
９
名
で
実
施
し
た
が
山

頂
に
立
つ
こ
と
が
出
来
ず
調
査
で

終
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
６
月
20
日
～
21
日
、

当
会
の
顧
問
、
代
表
、
二
人
が
登

頂
、
同
年
10
月
23
日
～
25
日
、
３

名
が
登
頂
し
ラ
ン
タ
ン
会
員
、
総

勢
５
名
が
山
頂
に
立
つ
こ
と
が
出

来
た
。

重
蔵
山（
１
０
３
６ｍ
）

�

新
潟
ラ
ン
タ
ン
会　

　

�

渡
辺
　
　
茂

加
盟
団
体
の
山
行
か
ら
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こ
の
年
は
高
根
集
落
か
ら
平
床

林
道
経
由
で
県
境
近
く
ま
で
車
両

の
乗
り
入
れ
が
可
能
な
時
代
で

あ
っ
た
。

「
重
蔵
山
挑
戦
へ
の
経
過
」

今
か
ら
25
年
前
に
会
山
行
で
計

画
し
た
重
蔵
山
、
藪
山
の
好
き
な

私
は
行
き
た
く
て
も
当
時
47
歳

で
仕
事
も
忙
し
く
休
み
が
取
れ

ず
、
い
つ
か
は
と
考
え
、
平
成
29

年
（
２
０
１
７
年
）
11
月
、
４
名

（
渡
辺
、
君
、
滝
沢
、
大
石
）
で

バ
チ
山
分
岐
ま
で
調
査
、
樹
々
は

落
葉
し
尾
根
筋
を
は
っ
き
り
と
見

る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
な
ら
行
け

る
、
大
丈
夫
と
甘
く
見
て
い
た
。

そ
の
後
、
山
仲
間
で
藪
山
が
話

題
に
な
り
、
藪
山
に
興
味
の
あ
る

３
名
が
参
加
し
た
い
と
の
連
絡
が

あ
り
、
２
０
２
１
年
７
月
２
日

ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
合
流
点
で
テ
ン

ト
泊
、
翌
日
、
山
頂
を
目
指
す
こ

と
に
し
た
が
、
標
高
９
４
０
ｍ
付

近
か
ら
複
雑
な
地
形
で
県
境
線
を

基
本
通
り
と
考
察
し
た
が
、
県
境

線
が
パ
タ
リ
と
切
れ
て
い
る
と
こ

ろ
の
通
過
で
あ
る
。

秋
と
緑
豊
富
な
７
月
で
は
全
く

別
世
界
で
あ
り
、
前
方
が
見
え
な

い
密
藪
で
は
先
に
進
む
こ
と
が
出

来
ず
こ
こ
で
敗
退
と
し
た
。

「
今
回
、
立
つ
こ
と
が
出
来
な

け
れ
ば
諦
め
る
こ
と
で
再
度
の
挑

戦
で
あ
っ
た
」
県
境
へ
の
ス
ー

パ
ー
ラ
イ
ン
車
両
乗
り
入
れ
は
水

害
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
り
、
近

年
は
７
月
中
旬
以
降
に
し
か
車
が

入
れ
ず
、
そ
う
な
る
と
山
は
密
藪

と
な
る
こ
と
か
ら
今
回
は
５
月
の

晴
れ
間
を
見
て
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
。

５
月
３
日
（
水
） 

高
根
集
落
ゲ
ー

ト
10
時
～
鈴
ヶ
滝
分
岐
10
時
30
分

～
平
床
橋
10
時
55
分
～
竣
工
記
念

碑
11
時
35
分
～
駒
ヶ
岳
登
山
口
12

時
25
分
～
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
合
流

点
13
時
05
分
～
鳴
海
金
山
13
時
45

分
～
県
境
付
近
14
時
30
分
（
テ
ン

ト
泊
）

（
距
離
15
・
２
ｋ
ｍ　

歩
行
時
間

４
時
間
30
分
）

林
道
が
開
通
す
れ
ば
登
山
道
の

無
い
山
々
は
密
藪
に
覆
わ
れ
登
頂

は
難
し
く
な
る
。
林
道
歩
き
を
覚

悟
の
上
の
実
施
で
あ
る
。

高
根
集
落
で
メ
ン
バ
ー
が
合
流

し
２
台
の
車
両
で
平
床
林
道
に
向

か
っ
た
が
直
ぐ
に
鎖
で
遮
断
さ
れ

歩
き
と
な
る
。
重
い
ザ
ッ
ク
を
背

負
い
、
ゆ
っ
く
り
と
舗
装
道
路
歩

き
、
駒
ケ
岳
登
山
口
で
休
憩
、
こ

の
駒
ヶ
岳
は
円
錐
形
の
岩
稜
帯
あ

り
、
短
時
間
で
登
れ
る
こ
と
か
ら

山
友
を
連
れ
３
回
ほ
ど
登
っ
て
い

る
。
山
頂
か
ら
の
眺
め
も
良
く
円

錐
形
で
ど
こ
か
ら
見
て
も
す
ぐ
に

解
る
山
で
あ
る
。

こ
の
辺
か
ら
道
路
脇
に
残
雪
が

出
て
来
た
。
さ
ら
に
進
み
朝
日

ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
分
岐
か
ら
は
道

路
も
ブ
ナ
林
も
豊
富
な
残
雪
で

あ
っ
た
。
途
中
の
鳴
海
森
林
公
園

東
屋
付
近
で
「
熊
」
発
見
、
と
う

と
う
熊
の
領
域
に
入
っ
た
。
道
路

脇
に
は
ど
う
ぞ
食
べ
て
下
さ
い
と

言
わ
ん
ば
か
り
の
沢
山
の
「
ふ
き

の
と
う
」
で
あ
る
。
今
夜
の
つ

ま
み
に
少
し
採
取
し
た
。
奥
深
い

山
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。
こ

ん
な
山
登
り
は
久
々
で
あ
る
。
森

林
公
園
の
ト
イ
レ
を
過
ぎ
る
と
兜

の
型
を
し
た
重
蔵
山
が
ど
ん
と
居

座
っ
て
そ
の
背
後
に
枡
形
山
が
聳

え
て
い
る
。

過
去
に
大
鳥
池
か
ら
化
穴
山
に

登
っ
た
際
に
無
理
し
て
重
蔵
山
ま

で
行
っ
て
い
け
ば
と
振
り
返
っ
た
。

よ
う
や
く
鳴
海
金
山
を
過
ぎ
る
と

今
日
の
泊
場
、
県
境
か
ら
５
０
０

ｍ
手
前
を
テ
ン
ト
場
と
し
た
。

早
速
テ
ン
ト
設
営
し
明
日
の
登

頂
を
祈
り
軽
い
宴
と
し
た
。

５
月
４
日 

（
木
） 

テ
ン
場
４
時
00

分
～
９
１
７
ｍ
５
時
05
分
～
９
７

９
ｍ
５
時
40
分
～
９
３
０
ｍ
バ
チ

山
分
岐
６
時
50
分
～
９
４
０
ｍ
７

時
30
分
～
８
１
４
ｍ
８
時
45
分
～

山
頂
10
時
45
分
～
９
４
０
ｍ
～
14

時
15
分
～
バ
チ
山
分
岐
５
時
05
分

～
テ
ン
場
18
時
30
分

（
テ
ン
ト
泊
）　　
　
　
　
　

（
距
離 

８
・
８
ｋ
ｍ 

歩
行
時
間

14
時
間
30
分
）

 
（
重
蔵
山
と
左
奥
は
枡
形
山
）

今
日
の
核
心
部
は
標
高
９
４
０

ｍ
付
近
か
ら
の
ル
ー
ト
工
作
で
あ

る
。複

雑
な
地
形
で
県
境
線
を
基
本

通
り
と
す
る
が
沢
筋
を
進
む
か
、

仮
説
の
２
つ
の
ル
ー
ト
を
考
察
し

現
地
判
断
と
し
た
。

３
時
起
床
、
今
日
は
残
雪
の
未

知
の
世
界
、
最
悪
の
場
合
、
ビ

バ
ー
ク
覚
悟
で
装
備
品
、
食
料
を

ザ
ッ
ク
に
詰
め
、
早
々
に
朝
食
を

済
ま
せ
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
け
予

定
し
た
４
時
出
発
と
し
た
。
早
速
、

赤
布
付
け
な
が
ら
尾
根
突
入
、
尾

根
上
に
は
イ
ワ
ウ
チ
ワ
が
咲
き
、

樹
々
は
新
芽
が
出
た
状
態
、
落
ち

葉
を
踏
み
な
が
ら
足
元
は
秋
の
状

態
で
藪
で
も
歩
き
や
す
い
。
標
高

９
７
９
ｍ
直
下
は
雪
に
覆
わ
れ
雪

面
歩
き
が
で
き
、
時
間
短
縮
と

楽
々
と
登
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ

の
辺
か
ら
雪
堤
と
藪
尾
根
を
繰
り

返
し
て
進
む
と
標
高
９
３
０
ｍ
の

バ
チ
山
分
岐
と
な
っ
た
。

分
岐
の
ピ
ー
ク
は
膝
ほ
ど
の
低

木
で
、
す
ば
ら
し
い
展
望
台
で
あ

る
。
正
面
に
重
蔵
山
、
枡
形
山
、

背
後
に
さ
き
ほ
ど
来
の
山
々
。
南

に
鋭
い
三
角
形
の
鷲
ケ
巣
山
、
北

に
は
雪
を
覆
っ
た
月
山
な
ど
。
こ

こ
か
ら
は
踏
み
跡
な
く
松
が
生
え
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て
い
る
藪
尾
根
を
掻
き
分
け
、
潜

り
な
が
ら
進
む
と
岩
稜
帯
と
な
り
、

鞍
部
は
切
れ
落
ち
て
い
る
。
足
場

を
確
か
め
て
降
り
て
登
り
返
し
て

上
が
っ
た
と
こ
ろ
が
、
標
高
９
４

０
ｍ
の
県
境
線
と
ぎ
れ
の
ピ
ー
ク

で
あ
る
。

ピ
ー
ク
か
ら
下
部
が
見
え
る
所

ま
で
10
分
ほ
ど
降
り
る
と
沢
筋
に

雪
渓
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

雪
渓
は
重
蔵
山
直
下
ま
で
続
い

て
い
る
よ
う
で
上
部
は
急
斜
面
で

あ
る
。
尾
根
ル
ー
ト
を
見
る
と
地

図
で
見
る
よ
り
も
距
離
が
長
い
よ

う
に
感
じ
た
、
ま
た
、
尾
根
通
し

で
は
更
に
一
泊
は
間
違
い
な
い
。

一
番
効
率
の
良
い
急
斜
面
の
雪

渓
を
降
り
て
尾
根
筋
ま
で
登
り
、

雪
渓
の
ト
ラ
バ
ー
ス
と
雪
堤
歩
き
、

尾
根
歩
き
を
繰
り
返
し
、
邪
魔
な

イ
ヌ
ツ
ゲ
を
掻
き
分
け
進
む
と
よ

う
や
く
標
高
８
１
４
ｍ
に
着
く
こ

と
が
出
来
た
。

急
斜
面
の
高
い
猛
藪
登
り
は
半

端
で
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
県
境
尾

根
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
が
利
用

で
き
る
雪
堤
は
な
る
べ
く
利
用
し

最
後
と
な
る
雪
渓
で
水
作
り
の
準

備
を
し
て
ザ
ッ
ク
を
残
置
、
空
荷

で
ア
タ
ッ
ク
す
る
が
、
こ
の
最
後

の
急
斜
面
の
密
藪
が
今
回
の
核
心

部
で
あ
っ
た
。
尾
根
に
登
り
き
る

と
岩
場
の
台
地
が
現
れ
低
木
の
藪

と
な
っ
た
。

山
頂
は
す
ぐ
そ
こ
だ
。
こ
こ
か

ら
の
藪
は
気
に
な
ら
ず
真
っ
す
ぐ

進
む
と
傾
い
た
三
角
点
の
標
石
が

あ
っ
た
。
10
時
45
分
山
頂
到
着
。

こ
の
山
頂
に
立
つ
の
に
計
画
し

て
か
ら
６
年
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。

重
蔵
山
は
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
の

石
碑
の
あ
る
広
場
か
ら
見
て
も
県

境
尾
根
の
ど
こ
か
ら
見
て
も
北
側

が
高
く
、
南
側
が
低
い
台
形
に
見

え
る
。
最
高
点
は
北
端
で
あ
る
が

三
角
点
は
頂
稜
部
の
真
ん
中
に
置

か
れ
て
い
た
。

記
念
写
真
を
撮
り
下
山
を
開
始

す
る
が
、
こ
こ
で
事
故
を
起
こ
せ

ば
ヘ
リ
の
要
請
し
か
な
い
。
安
全

第
一
を
肝
に
命
じ
慎
重
に
下
山
し

18
時
30
分
テ
ン
ト
場
に
到
着
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

帰
着
後
は
い
つ
も
の
よ
う
に
少

な
い
飲
み
物
で
カ
ン
パ
ー
イ
、
明

日
は
降
り
る
だ
け
９
時
頃
ま
で
反

省
会
が
続
き
ぐ
っ
す
り
と
眠
る
こ

と
が
で
き
た
。

５
月
５
日
（
金
） 

テ
ン
場
６
時
00

分
～
鳴
海
金
山
７
時
00
分
～
ス
ー

パ
ー
ラ
イ
ン
合
流
点
７
時
30
分
～

駒
ヶ
岳
登
山
口
８
時
15
分
～
竣
工

記
念
碑
８
時
50
分
～
平
床
橋
９
時

30
分
～
鈴
ヶ
滝
分
岐
10
時
00
分
～

高
根
集
落
ゲ
ー
ト
10
時
45
分
（
距

離
15
・
２
ｋ
ｍ 

歩
行
時
間
４
時

間
45
分
）

４
時
起
床
、
今
日
は
安
堵
の
気

持
ち
で
お
湯
を
沸
か
し
、
お
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
ラ
ー
メ
ン
雑

炊
で
朝
食
を
と
り
６
時
下
山
開
始
。

途
中
で
「
ふ
き
の
と
う
」
を
頂

き
、
の
ん
び
り
歩
き
で
高
根
集
落

ゲ
ー
ト
11
時
前
に
到
着
し
、
お
昼

は
高
根
集
落
、
山
の
お
い
し
さ
学

校�

食
堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
で
そ
ば
定

食
を
食
べ
解
散
、
充
実
の
三
日
間

で
あ
っ
た
。

も
う
二
度
と
登
る
こ
と
は
無
い

と
思
う
が
、
も
し
登
る
な
ら
４
月

末
～
５
月
初
旬
の
残
雪
の
あ
る
時

期
、
標
高
９
４
０
ｍ
か
ら
ピ
ッ
ケ

ル
、
12
本
ア
イ
ゼ
ン
を
持
参
し
山

頂
直
下
ま
で
雪
渓
を
つ
め
れ
ば
楽

に
行
け
る
よ
う
に
感
じ
た
原
生
の

重
蔵
山
で
あ
っ
た
。

 

（
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
、
背
後

が
重
蔵
山
）

W
est Highland W

ay

ウ
エ
ス
ト
ハ
イ
ラ
ン
ド
ウ
ェ
イ

１
５
４
ｋ
ｍ
を
歩
い
て

�

峡
彩
山
岳
会　
　

　

�

木
村
　
昌
克

加
盟
団
体
会
員
の
山
行
か
ら

２
０
２
３
年
５
月
21
日
～
６
月
３
日

５
月
21
日
、
新
潟
を
出
発
し
羽

田
空
港
で
前
泊
、
22
日
の
飛
行
機

で
ロ
ン
ド
ン
で
乗
り
換
え
グ
ラ
ス

ゴ
ー
に
着
い
た
の
は
深
夜
と
な
っ

た
。５

月
23
日
、
９
時
過
ぎ
の
電
車

に
乗
り
、M

ilngavie

ム
ル
ガ
イ

に
到
着
。

い
よ
い
よ
ウ
エ
ス
ト
ハ
イ
ラ
ン

ド
ウ
ェ
イ
の
ス
タ
ー
ト
だ
！

マ
ッ
プ
、
食
料
、
ガ
ス
を
買
い

水
も
詰
め
込
む
。
ガ
ス
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
１
３
０
０
円
も
す
る
！
サ
ン

ド
ウ
ィ
ッ
チ
も
具
が
多
い
と
８
０

０
円
だ
！　

お
決
ま
り
の
出
発
写

真
を
撮
り
10
時
に
ス
タ
ー
ト
。

（
重
蔵
山
山
頂
）
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今
日
はD

rym
en

ド
ラ
イ
メ
ン

ま
で
の
18
ｋ
ｍ
。
街
を
抜
け
る
と

牧
草
地
と
な
り
、
そ
の
中
の
道
を

進
む
。
少
し
起
伏
も
あ
る
が
歩
き

や
す
い
道
で
花
が
綺
麗
だ
。

15
時
40
分
キ
ャ
ン
プ
場
に
到

着
し
、
料
金
１
８
０
０
円
支
払

う
。
ビ
ー
ル
は
あ
る
か
と
尋
ね
た

ら
、
２
ｋ
ｍ
先
の
街
ま
で
行
か
な

い
と
無
い
よ
！
と
笑
顔
で
返
さ
れ

る
。
ま
ず
は
テ
ン
ト
を
張
り
、
ど

う
す
る
家
康
と
ば
か
り
に
思
案
す

る
が
こ
こ
は
や
は
り「
出
陣
じ
ぁ
」

と
鬨
の
声
を
あ
げ
る
。
し
ば
ら
く

歩
い
て
い
る
と
２
人
連
れ
の
お
っ

さ
ん
キ
ャ
ン
パ
ー
が
コ
ン
ビ
ニ
の

袋
を
抱
え
て
戻
っ
て
く
る
。
こ
っ

ち
方
面
の
情
熱
は
万
国
共
通
な
の

だ
と
実
感
す
る
。

５
月
24
日
、
今
日
はBalm

aha

バ
ル
マ
ハ
の
先
の
キ
ャ
ン
プ
場
迄

の
15
ｋ
ｍ
。
途
中
、
コ
ニ
ッ
ク
ヒ

ル
と
い
う
３
６
０
ｍ
の
丘
を
越
え

て
行
く
の
だ
が
、
缶
ビ
ー
ル
３
本

ワ
イ
ン
１
本
が
加
わ
り
、
ず
っ
し

り
と
重
い
ザ
ッ
ク
を
担
い
で
８
時

に
出
発
す
る
。

な
ん
と
か
丘
を
越
え
、
イ
ギ
リ

ス
最
大
の
湖
で
あ
る
ロ
ー
モ
ン
ド

湖
沿
い
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
15
時
に

到
着
。

ぬ
る
い
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て

ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
る

と
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
か
ら
来
た
若
者

達
が
や
っ
て
き
て
た
ど
た
ど
し
い

会
話
と
な
っ
た
。

５
月
25
日
、
朝
食
の
後
撤
収
を

始
め
る
が
、M

idge

ミ
ッ
ジ
と
い

う
ブ
ヨ
よ
り
も
小
さ
い
ア
ブ
が
血

を
吸
い
に
ま
と
わ
り
つ
く
。
こ
い

つ
に
は
こ
れ
か
ら
散
々
に
悩
ま
さ

れ
る
事
と
な
っ
た
。

今
日
は
ロ
ー
モ
ン
ド
湖
沿
い
に

22
ｋ
ｍ
ほ
ど
先
のInversnaid

イ

ン
バ
ー
ス
ネ
イ
ド
迄
だ
。　

樹
林
帯
は
心
地
良
い
が
、
抜
け

る
と
陽
射
し
が
強
く
汗
だ
く
に
な

る
。
湖
沿
い
な
の
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
も
そ
れ
程
無
い
の
が
救
い
だ
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
あ
る
バ
ン
ク
ハ
ウ

ス
に
は
18
時
に
到
着
。

ネ
ッ
ト
を
張
り
め
ぐ
ら
し
た
休

憩
ス
ペ
ー
ス
で
夕
食
と
ビ
ー
ル
＆

ワ
イ
ン
。
バ
ン
ク
ハ
ウ
ス
に
は

バ
ー
が
あ
り
、
宿
泊
し
て
い
る
人

達
の
賑
や
か
な
声
を
聴
き
つ
つ
10

時
就
寝
す
る
。

５
月
26
日
、
６
時
に
起
床
、
荷

物
を
ま
と
め
だ
す
。が
、パ
ス
ポ
ー

ト
を
入
れ
た
ウ
エ
ス
ト
バ
ッ
グ
が

無
い
！　

寝
る
前
に
ト
イ
レ
に
入
っ
た
の

で
慌
て
て
建
物
の
ト
イ
レ
に
駆
け

込
む
と
、
あ
り
ま
し
た
！
場
所
が

場
所
だ
け
に
運
が
良
か
っ
た
の
で

し
た
。

９
時
に
出
発
す
る
。
そ
の
際
に

日
本
語
で
「
気
を
つ
け
て
ね
」
や

「
さ
よ
な
ら
」
と
の
声
を
掛
け
ら

れ
る
。
今
迄
の
道
中
、
抜
い
た
り

抜
か
れ
た
り
で
顔
見
知
り
と
い
う

か
、
し
ょ
う
ゆ
顔
で
一
筆
書
き
の

よ
う
な
自
分
の
顔
は
す
ぐ
覚
え
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
？

20
ｋ
ｍ
先
のCrianlarich
ク
リ

ア
ン
ラ
リ
ッ
チ
を
目
指
す
。
途
中

で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
正
装
で
あ

る
キ
ル
ト
ス
カ
ー
ト
の
若
者
と
出

会
う
。
し
ば
ら
く
歩
い
て
行
く
と

ロ
ー
モ
ン
ド
湖
と
別
れ
、
い
よ
い

よ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
高
地
（
ハ
イ

ラ
ン
ド
）
へ
向
か
う
事
と
な
る
。

Beingias�Farm

ビ
ー
イ
ン
グ
ラ

ス
フ
ァ
ー
ム
で
お
昼
と
ビ
ー
ル
を

楽
し
む
。
先
程
の
キ
ル
ト
の
若
者

と
記
念
撮
影
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来

た
そ
う
だ
。

更
に
20
年
前
に
４
年
間
日
本
に

仕
事
で
住
ん
で
い
ま
し
た
と
い
う

親
子
連
れ
の
お
父
さ
ん
に
話
し
か

け
ら
れ
る
。
上
高
地
か
ら
北
ア
や

富
士
山
を
楽
し
ん
だ
そ
う
だ
。

ク
リ
ア
ン
ラ
リ
ッ
チ
へ
は
ル
ー

ト
を
外
れ
て
１
・
６
ｋ
ｍ
下
っ
た

小
さ
な
町
で
、
先
ず
は
コ
ン
ビ
ニ

で
ビ
ー
ル
や
食
料
を
買
い
込
む
。

店
の
人
に
キ
ャ
ン
プ
場
は
何
処
か

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ン
プ
場

は
無
い
よ
と
の
答
え
。

マ
ッ
プ
の
記
号
は
キ
ャ
ン
プ
場

で
は
無
く
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
だ
っ

た
の
だ
。
テ
ン
ト
３
連
泊
な
の
で

ユ
ー
ス
も
良
い
な
ぁ
と
思
い
、
空

い
て
い
た
ら
と
ト
ラ
イ
し
た
が
満

室
。
野
宿
か
ぁ
と
思
っ
た
が
、
コ

ン
ビ
ニ
の
オ
バ
サ
ン
に
Ｂ
＆
Ｂ

（
ベ
ッ
ド
＆
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ト
）

は
無
い
か
と
尋
ね
て
み
た
。

４
軒
目
の
電
話
で
１
室
空
い
て

い
る
と
の
事
で
、
奥
さ
ん
が
「
大

丈
夫
、
う
ち
の
旦
那
に
送
ら
せ
る

か
ら
」
と
有
難
い
お
言
葉
！　

場
所
は
ル
ー
ト
を
10
ｋ
ｍ
ほ
ど

進
ん
だT

yndrum

テ
ィ
ン
ド
ラ

ム
で
、
ラ
ン
チ
パ
ッ
ク
も
付
け
て

１
１
０
０
０
円
。

朝
も
夕
方
も
運
の
よ
い
１
日
で
、

洗
濯
を
し
て
ふ
か
ふ
か
の
ベ
ッ
ド

で
熟
睡
し
ま
し
た
！

５
月
27
日
、
８
時
に
ス
コ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス

ト
。
ラ
ン
チ
パ
ッ
ク
を
受
け
取
り

９
時
半
に
出
発
。
今
日
の
目
的
地

Bridge�of�O
rchy

ブ
リ
ッ
ジ
オ

ブ
オ
ー
キ
ー
迄
は
10
ｋ
ｍ
ち
ょ
い

と
最
短
距
離
の
一
日
だ
。

国
道
と
線
路
と
並
行
し
た
単
調

な
道
と
な
り
、
一
層
暑
さ
を
感
じ



(5)　第367号 令和５年７月発行新潟県山岳協会ニュース

て
く
る
。
ホ
テ
ル
に
15
時
過
ぎ
に

到
着
し
、
先
ず
は
ビ
ー
ル
だ
。
混

ん
で
お
り
女
性
の
単
独
者
と
お
っ

ち
ゃ
ん
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
や
は

り
ビ
ー
ル
だ
。
女
性
は
ド
イ
ツ
か

ら
で
、
お
っ
ち
ゃ
ん
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
。
２
人
と
も
テ
ン
ト
泊
だ
。

そ
の
間
に
も
顔
見
知
り
が
続
々
と

到
着
し
て
声
を
交
わ
す
。

２
人
は
４
ｋ
ｍ
ほ
ど
先
の

Inveroran�H
otel

イ
ン
バ
ー
ロ

ラ
ン
ホ
テ
ル
迄
行
っ
て
テ
ン
ト
と

言
っ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
橋
の

た
も
と
の
芝
生
に
さ
っ
さ
と
テ
ン

ト
を
張
っ
て
ま
っ
た
り
と
過
ご
す
。

５
月
28
日
、
４
時
頃
に
寒
さ
で

目
を
覚
ま
す
。
か
な
り
冷
え
込
ん

だ
よ
う
で
今
迄
で
一
番
寒
い
。
樺

太
の
北
端
よ
り
も
北
な
の
だ
か

ら
当
然
と
言
え
ば
当
然
な
の
だ
。

７
時
に
出
発
。
今
日
はK

ings�
H
ouse

キ
ン
グ
ス
ハ
ウ
ス
迄
の
20

ｋ
ｍ
だ
。
途
中
の
売
店
で
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
と
ジ
ュ
ー
ス
を
購
入
し
、

先
を
急
ぐ
。
こ
の
辺
り
か
ら
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
高
地
の
景
色
が
広

が
っ
て
来
る
。
日
本
に
は
無
い
景

観
だ
。

途
中
で
キ
ン
グ
ス
ハ
ウ
ス
は

シ
ャ
ワ
ー
が
無
い
か
ら
手
前
の

Glencoe�M
ountain�Resort

グ

レ
ン
コ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト

の
方
が
良
い
と
言
わ
れ
、
迷
わ
ず

変
更
。
グ
レ
ン
コ
ー
渓
谷
は
ハ
イ

ラ
ン
ド
エ
リ
ア
の
中
で
も
屈
指
の

観
光
名
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
１

６
９
２
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

氏
族
間
で
、
虐
殺
事
件
が
あ
り
、

そ
の
悲
劇
の
舞
台
と
な
っ
た
渓
谷

と
し
て
も
有
名
。
因
み
に
、
グ
レ

ン
コ
ー
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
言

語
ゲ
ー
ル
語
で
「
嘆
き
の
峡
谷
」

と
い
う
意
味
。

５
月
29
日
、
撤
収
準
備
に
取
り

掛
か
る
が
、
ミ
ッ
ジ
が
ま
と
わ
り

つ
い
て
凄
い
！　

ち
ょ
っ
と
で
も

気
を
許
す
と
す
ぐ
に
喰
い
付
い
て

く
る
。
今
日
はK

inlochleven

キ

ン
ロ
ッ
ク
レ
ー
ベ
ン
ま
で
の
16
ｋ

ｍ
だ
。
朝
日
を
受
け
た
グ
レ
ン

コ
ー
が
美
し
い
。

し
ば
ら
く
国
道
沿
い
に
進
む
と
、

こ
の
ル
ー
ト
最
大
の
難
所
と
言
わ

れ
て
い
るD

evilʼs�Staircase

デ

ビ
ル
ズ
ス
テ
ア
ケ
ー
ス
「
悪
魔
の

階
段
」
と
い
う
登
り
に
差
し
掛
か

る
。
け
れ
ど
も
、
道
は
広
く
て
ジ

グ
ザ
ク
と
な
っ
て
お
り
、
傾
斜
も

大
し
た
事
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り

登
っ
て
最
高
地
点
で
コ
ー
ヒ
ー
ブ

レ
イ
ク
。
ハ
イ
ラ
ン
ド
ら
し
い
景

観
が
広
が
り
、
快
晴
の
絶
景
を
堪

能
す
る
。

15
時
過
ぎ
に
キ
ン
ロ
ッ
ク
レ
ー

ベ
ン
に
到
着
。
先
ず
は
パ
ブ
で

ビ
ー
ル
だ
！　

あ
ま
り
に
も
旨
そ

う
に
（
う
ん
ま
げ
に
）
飲
ん
で
い

た
ら
、
隣
の
年
配
グ
ル
ー
プ
に
笑

わ
れ
て
話
し
か
け
ら
れ
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
来
た
そ
う

で
、
イ
ギ
リ
ス
国
旗
の
折
り
紙
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
滅
茶
苦
茶
喜

ん
で
く
れ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
で
食
料
と
ワ
イ
ン
を

買
い
込
み
キ
ャ
ン
プ
場
に
戻
る
。

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
ス
ッ
キ
リ

し
、
残
る
は
後
一
日
だ
と
い
う
気

の
緩
み
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ハ

ム
と
チ
ー
ズ
を
ツ
マ
ミ
に
調
子
こ

い
て
１
本
空
け
て
し
ま
っ
た
。
テ

ン
ト
に
戻
り
爆
睡
！
だ
っ
た
が
夜

中
に
寒
く
て
目
が
覚
め
た
。
な
ん

と
、
シ
ュ
ラ
フ
に
入
ら
ず
寝
て
し

ま
っ
た
。

５
月
30
日
、
起
き
る
と
喉
が
痛

く
鼻
水
が
出
て
、
こ
れ
か
ら
ず
っ

と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
が
離
せ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ゴ
ー
ル

のFort�W
illiam

フ
ォ
ー
ト
ウ
ィ

リ
ア
ム
迄
の
25
ｋ
ｍ
を
鼻
水
を
す

す
り
な
が
ら
ひ
た
す
ら
歩
く
。
18

時
過
ぎ
に
街
に
入
り
Ｂ
＆
Ｂ
を
探

す
が
ど
こ
も
満
室
で
野
宿
と
な
る
。

５
月
31
日
、
今
日
は
イ
ギ
リ
ス

最
高
峰
のBen�N

evis

ベ
ン
ネ
ビ

ス
１
３
４
５
ｍ
に
登
る
の
で
、
重

い
ザ
ッ
ク
を
草
む
ら
に
隠
し
て
い

た
ら
、
な
ん
と
ロ
ビ
ン
達
と
再
び

遭
遇
。

６
時
に
登
り
始
め
る
が
、
ピ
ッ

チ
が
上
が
ら
な
い
。
街
か
ら
だ
と

海
抜
０
ｍ
な
の
で
、
実
質
ま
る
ま

る
の
標
高
だ
。
10
時
過
ぎ
に
頂
上

に
到
着
。
20
年
ぶ
り
３
度
目
の
頂

上
だ
。
長
か
っ
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

も
こ
れ
で
完
遂
だ
ぁ
と
思
う
と
感

慨
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
体
調
は

最
悪
で
鼻
水
た
ら
し
な
が
ら
下
山

を
開
始
。

予
約
し
て
い
た
ホ
テ
ル
で
爆
睡

し
、
翌
日
電
車
で
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に

戻
り
、
６
月
３
日
夕
方
に
無
事
帰

国
。
な
ん
や
か
ん
や
で
し
た
が
、

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
だ
旅
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汚すまい、この道、この山、この川

で
し
た
。

五
百
山（
７
１
６ｍ
）

�

む
さ
さ
び
会　
　
　
　

　

�

遠
藤
　
家
之
進
正
和

加
盟
団
体
の
山
行
か
ら

新
緑
を
楽
し
み
ゆ
っ
く
り
登
り

た
い
と
、
６
月
の
山
行
を
長
岡
東

山
連
峰
の
一
角
に
あ
る
五
百
山
に

出
か
け
る
。

栖
吉
か
ら
真
木
林
道
を
走
り
、

鋸
山
登
山
口
の
大
入
峠
を
越
え
、

半
蔵
金
へ
下
り
始
め
る
。

左
手
に
、
五
百
山
か
ら
大
平
山

山
麓
に
広
が
る
棚
田
へ
の
農
道
が

あ
る
。
こ
こ
が
登
り
口
に
な
る
。

五
百
山
は
鋸
山
の
北
東
に
位
置

し
、
大
平
山
に
続
く
。
五
百
山
は

７
１
６
ｍ
で
農
道
入
口
が
５
７
０

ｍ
な
の
で
標
高
差
１
５
０
ｍ
の
登

り
で
あ
る
。

眼
下
に
半
蔵
金
集
落
を
見
、
奥

に
は
三
本
橅
山
か
ら
談
合
山
と
続

き
、
そ
の
奥
に
は
唐
松
山
、
上
権

現
堂
山
が
見
え
る
。

そ
の
後
方
に
は
越
後
三
山
の
雄

姿
が
眺
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
霞
ん
で
し
か
見

な
い
。

曇
り
を
予
想
し
て
い
た
の
に
あ

い
に
く
の
雨
模
様
。
久
々
の
雨
具

着
用
の
山
行
だ
ね
と
言
い
な
が
ら

雨
に
霞
む
五
百
山
を
見
な
が
ら
農

道
を
進
む
。
す
ぐ
に
鞍
部
に
着
き
、

左
手
に
鬼
倉
山
、
右
手
に
五
百
山

の
登
山
口
に
着
く
。

登
山
道
に
入
る
と
す
ぐ
に
ブ
ナ

林
が
広
が
る
。
ま
だ
若
木
が
多
い

が
気
分
良
い
場
所
だ
。
雨
で
足
早

に
な
る
が
、
こ
こ
は
ゆ
っ
く
り
と

眺
め
な
が
ら
歩
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

静
か
だ
。
雨
が
ブ
ナ
の
樹
皮
を

流
れ
て
い
る
。
筋
が
縞
模
様
と

な
っ
て
い
る
。
水
を
貯
え
、
大
地

を
潤
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
。

稜
線
へ
の
登
り
が
始
ま
る
。
入

山
者
も
少
な
い
の
だ
ろ
う
、
登
山

道
は
フ
ラ
ッ
ト
だ
。
落
ち
葉
で
乾

い
て
い
る
と
こ
ろ
は
滑
ら
な
い
が
、

濡
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
要
注
意
だ
。

急
登
を
登
り
き
る
と
、
若
葉
が
鮮

や
か
な
イ
ワ
カ
ガ
ミ
群
落
の
尾
根

に
出
る
。
両
脇
ブ
ナ
林
で
展
望
は

き
か
な
く
隣
の
鬼
倉
山
も
樹
間
か

ら
の
眺
め
で
あ
る
。
ネ
マ
ガ
リ
タ

ケ
も
あ
り
、
時
期
が
合
え
ば
タ
ノ

コ
も
収
穫
で
き
、
春
の
味
を
楽
し

め
る
。
平
坦
な
道
を
進
み
、
急
登

を
登
り
き
る
と
の
山
頂
に
出
る
。

山
頂
は
広
く
は
な
く
、
北
の
方

面
が
開
け
て
い
る
だ
け
で
、
標
高

を
記
し
た
標
柱
が
あ
り
、
一
角
に

北
斗
星
石
碑
が
あ
る
の
で
確
認
し

て
み
て
欲
し
い
。
本
来
な
ら
大
平

山
を
眺
め
な
が
ら
懇
談
し
た
い
の

だ
が
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
、
ブ

ナ
の
木
の
下
で
昼
食
時
間
と
し
た
。

今
回
は
五
百
山
往
復
で
あ
っ
た

が
、
鬼
倉
山
と
合
わ
せ
て
の
山
行

も
良
い
し
、
大
平
山
ま
で
足
を
伸

ば
し
て
棚
田
を
眺
め
る
の
も
１
日

を
楽
し
め
る
。
木
々
も
新
緑
が
濃

く
な
っ
た
が
、
芽
ぶ
き
が
始
ま
る

残
雪
期
に
訪
れ
る
の
も
推
奨
し
た

い
。

今
後
の
行
事
予
定

　

加
盟
団
体
の
山
行
で
紹
介
さ

れ
た
「
五
百
山
」
山
行
に
筆
者

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
事
に
詳
述
の
と
お
り
、
曇

天
に
時
折
小
雨
が
降
る
程
度
の

天
候
で
、
ブ
ナ
林
が
爽
や
か
で

し
た
。

　

登
山
に
は
適
度
な
山
で
、
他

の
人
に
会
う
こ
と
も
無
く
、
静

か
で
人
知
れ
ず
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
む
趣
の
あ
る
良
い
山
で
し

た
。

　

会
報
編
集
委
員
会
か
ら
の
お

願
い
で
す
。

　

新
山
協
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し

て
欲
し
い
記
事
が
有
り
ま
し
た

ら
、
遠
慮
無
く
担
当
ま
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�

（
大
場　

勲　

記
）

編
集
後
記

・�

第
68
回
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山

祭

　

７
月
25
日
（
火
）

・
北
信
越
国
体

　

７
月
29
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

　
（
会
場
）Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
４（
新
潟
市
）


